
★かんもくからのお知らせ★ 

当社作業所移転のご案内 

６月に作業所を専光寺から 

金沢押野（本社近く）に移転します 

 

 

本社近郊に移転し、イベント会場としても活用を予定！ 

更なるサービス向上と身近な
．．．

家づくり工房を目指します 

詳細はおってお知らせいたします！ 

人はだれしも思うものです。なんの苦労もなく、たちどころに期待したことが実現すればどんなに嬉しいこと

か！でも、だれしも知っています。そんな美味しいことはあるはずもないということを、はっきりと。だから、目

的を達成するためには、課題を一つ一つ解決していかなければならないこと、同時に、それを実行するには当然時

間もかかり、いかに困難なことであるかということも、同様に知っています。 

一方で、通信ネットワークの進化に伴い経済はめまぐるしく動き、それに迅速に対応することがビジネスでは当

然のように求められています。とはいえ、昨日できた会社が今日には大企業、昨日入社した社員が今日にはトップ

セールス社員、ということはあり得ないこと、ましてやビジネス上の「信用」が昨日今日で確立するはずがないこ

とを、だれしもが同様に知っています。 

だからこそ、知らない人のいない「千里の道も一里から」、どんな時代・社会になろうとも、忘れてはならない

ことわざの一つ、といえるのではないでしょうか？ 

さて、お客様の家を建てたいという、人生の一大計画。それを成し遂げるために解決しなければならない様々

な、そして細々とした課題、それに、完成後の家の維持についての課題も忘れてはなりません。その意味では、

「家づくり」を「家に住まう」という息の長い計画として課題を考えれば、結果的として経済的で快適な生活をお

くることができるに違いありません。 

その計画をお客様と共に考え、一つ一つ解決していく家づくりのパ

ートナーもまた、昨日今日で出来上がるわけではありません。こつこ

つと実績と信用を築き上げ、将来にわたっても怠ることなく、積み重

ねていかなければならないという覚悟が、絶対に必要です。 

お客様からの信頼、お客様への確かな家づくり。 

共に「千里の道も一里から」であることを、かんだは決して忘れは

いたしません。 
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平成 24年 

5月 

いつもお世話になっております。｢家づくり工房かんだ｣神田木材です！今月も、皆様のお役に

ちょっとでも立てるような情報をお送りしたいと思いますので、最後までお読みいただけたら

うれしいです(＾_＾)／ 

4０数年もの間、家づくりに携わってきた神田木材では、建築士で不動産コンサルティング技能登録者が分

かりやすく土地探しや建物についての疑問などご相談にのっております。もちろん宅建免許、建設業の許

可もあり土地・建物合わせてのアドバイスをさせていただいています。 

お気軽に下記まで電話・ＦＡＸ・メールでどんどん聞いてくださいね。 

〒９２１-８０４４ 

石川県金沢市米泉町１０丁目３９‐５ 

   ０１２０‐４８３‐１４６ 

 ＴＥＬ ０７６‐２４９‐６２１１ 

 ＦＡＸ ０７６‐２４９－６２０４ 

ＵＲＬ http://www.kandamokuzai.co.jp 

M a i l kanmoku@kandamokuzai.co.jp 

ことわざを      る 知 



 

 今年も真夏に向けて電力需要の逼迫が懸念され、なおいっそうの節電を心がける必要があります。 

 省エネ住宅であろうとなかろうと、省エネ機器があろうとなかろうと、そのような「物」に頼るのではなく、

一人一人の節電に対する意識と日々の行動こそが大切であることを再認識したいものです。 

 ■ 電灯について 

電球の蛍光灯化、蛍光灯の LED 照明化も大変効果的ですが、基本は必要な場所に必要な明かりです。 

明るさの調整と最小限の点灯を心がけましょう。 

 ■ コンセントについて 

必要の無い機器のプラグはコンセントから抜いておく、または、スイッチ付のコンセントで切り替える。 

特にテレビのリモコン待機状態では微弱とはいえ電力を消費しています。まさに塵も積もれば…です。 

 ■ エアコン・クーラーについて 

室内機のフィルターの埃を掃い、設定温度を再確認しておきましょう。 

室外機の周囲に適度な隙間があるか、空気の流れを妨げるような障害物がないかを確認しましょう。 

その他、細々としたことの積み重ねが大きな節電につながるのですから、家族協力して日常生活の一部にして

しまいたいものですね。 

 

 この春、入学や進学で新しく自転車を購入したり、大きな自転車に買い換えたりしたご家庭もあることで

しょう。毎年、繰り返し繰り返し言われていることですが、子供の自転車利用には細心の注意を払いたいも

のです。 

 自転車を与える親として、自転車に乗った子供が交通事故に巻き込まれないように注意するのは当然とし

て、さらに、自転車に乗った子供が他の自転車や人とぶつかって他人に怪我や損害を与えないように注意す

ることも、大事なことであるということを認識しなければなりません。 

 最近ニュースで、自転車同士の事故や自転車と歩行者との事故で、重傷者や死者までもが報じられること

があります。決して他人事ではありません。 

事故に遭わない、そして事故を起こさない自転車の乗り方を、親

自ら子供に教えてあげなければ責任を果たせないということです。 

さて、歩道での二列並走、歩行者を脅かす速度での走行、傘や携

帯電話を持っての片手運転、夜の無灯火走行、など心当たりはあり

ませんか？ 

子供とサイクリングで、お互いにマナーを再確認しましょう！ 
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ECOな暮らし あらためて節電を考える～真夏に向けて かんもくのお料理レシピ！ ～お休みの日のお手軽昼食に 

キャベツ焼き 

 ① キャベツはせん切りにする。ボウルに＜A＞を混ぜ合わせて 15 分ほどねかす。 

② フライパンにサラダ油をなじませて①の生地を流す。キャベツをのせて天かすなどを散らし、上か

ら生地を少し回しかける。 

③ 両面焼き上げ、ソースを塗って半分に折る。 

5 月 7 日は「コナモンの

日」で、コナモン＝粉もんと

は、たこ焼き、お好み焼き、

麺類をはじめ、小麦粉だけで

なく、米粉、とうもろこし粉

など、さまざまな粉から作ら

れたすべての食べ物の総称だ

そうです。 

「いしかわの木が見えるたてもの推進事業」 

石川県では、県内の森林から伐採された木材の利用拡大を図るため、県産材を使用した住宅等に対す

る助成制度を実施しています。募集概要は下表、条件は 1～4 のとおりです。 

県産材使用量 5ｍ3～10ｍ3未満 10ｍ3以上 

補助金額(上限)) 8万円 12万円 

募集戸数 30戸程度 60戸程度 

募集・受付 

平成24年4月2日から募集開始 

平成25年1月31日〆切 

(申込多数の場合は抽選) 
先着順 

1.「いしかわの木が見えるたてもの推進事業者」が建築する住宅・店舗等 

2.県産材の一部を見える部分に使用（木目が鮮明に見えること） 

3.延べ床面積 70 ㎡以上（新築の場合のみ） 

4.建築完了日が平成 24 年 2 月 1 日以降であること など 

詳細は推進事業者であるかんもくまで、早急にご連絡を！ 

＜材料＞・・・2人分 

キャベツ   100ｇ 

天かす・桜えび・紅しょうが 各適量 

＜A＞   

 小麦粉   50ｇ 

 ベーキングパウダー 小さじ 1/3 

 卵   1個 

 だし汁   1/2 カップ 

 しょうゆ・みりん  各小さじ 1弱 

サラダ油・お好み焼きソース 各適量 

ポイント！ 

 

ともに子育て 自転車と子供～親が手本を！ 

 

 

 


